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液
晶
テ
レ
ビ
の
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
用
と
し
て
需
要
が

急
拡
大
し
て
き
た
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

。

液
晶
テ
レ
ビ
用
途
と
し
て
の
成
長
は
鈍
化
し
た
も
の

の
、
今
度
は
住
宅
の
主
照
明
と
し
て
天
井
に
設
置
す

る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
シ
ー
リ
ン
グ
ラ
イ
ト
の
普
及
が
進
ん
で
い

る
。
２
０
１
１
年
３
月
の
東
日
本
大
震
災
以
降
、

「
節
電
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
へ
の

関
心
は
高
ま
っ
て
い
る
。

　
有
機
エ
レ
ク
ト
ロ
・
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス

Ｅ
Ｌ

照
明
は
影
が
で
き
に
く
く
、
ま
た
目
に
や
さ
し
い
光

を
発
す
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
１
、
２
年
で
化
学
メ
ー

カ
ー
が
実
用
化
を
見
据
え
た
試
作
品
を
相
次
い
で
開

発
し
た
こ
と
で
、
有
機
Ｅ
Ｌ
な
ら
で
は
の
特
徴
や
魅

力
が
一
層
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

これまでなかった輝きＬ
Ｅ
Ｄ

有
機
Ｅ
Ｌ

三菱化学の有機ＥＬパネルを
採用したエントランスホール

量産へ工程改良特徴生かし用途開発
ウエハー大型化長寿命支える周辺材料

（ ） 　　 （第２部） ２０１２年 平成２４年 １０月２３日 火曜日 　　

節電効果が大きい
ＬＥＤ照明 三菱電機）

　
三
菱
化
学
メ
デ
ィ
ア
は
Ｌ

Ｅ
Ｄ
チ
ッ
プ
や
蛍
光
体
を
は

じ
め
主
要
な
部
材
各
種
を
そ

ろ
え
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
の
製
造

販
売
も
手
が
け
る
。
２
月
に

は
明
る
さ
を
切
り
替
え
ら
れ

る
新
製
品
を
投
入
し
た
。

　
電
気
化
学
工
業
は
放
熱
材

料
の
ほ
か
、
耐
候
性
に
優
れ

た
窒
化
物
系
蛍
光
体
を
展
開

す
る
。

年
に
参
入
し
、
黄

や
赤
な
ど
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を

拡
充
し
て
い
る
。

　
サ
フ
ァ
イ
ア
単
結
晶
ウ
エ

ハ
ー
の
実
証
試
験
を
進
め
て

い
る
ト
ク
ヤ
マ
。
後
発
組
と

し
て
６

サ
イ
ズ
の
ウ
エ
ハ

ー
を
対
象
に
歩
留
ま
り
が
高

い
製
造
方
法
に
挑
戦
し
て
い

る
。

　
大
陽
日
酸
も
Ｌ
Ｅ
Ｄ
用
ウ

エ
ハ
ー
の
大
型
化
を
に
ら

み
、
直
径
６

基
板
で

枚

の
処
理
枚
数
と
い
う
有
機
金

属
気
相
成
長
法

Ｍ
Ｏ
Ｃ
Ｖ

Ｄ

の
装
置
を
開
発
し
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
は
４
万
時
間

の
寿
命
を
持
つ
と
さ
れ
る
。

た
だ
、
放
熱
対
策
や
ガ
ス
バ

リ
ア
ー
性
な
ど
が
お
ろ
そ
か

だ
と
、
周
辺
の
電
子
部
品
な

ど
が
故
障
し
て
し
ま
う
こ
と

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
照
明

の
寿
命
に
は
周
辺
部
材
が
重

要
な
意
味
を
持
つ
。

　
信
越
化
学
工
業
は
封
止
材

料
の
ほ
か
、

レ
ン
ズ
材

料
、
リ
フ
レ

ク
タ
ー
材
料

な
ど
を
手
が

け
る
。
２
月

に
ガ
ス
透
過

性
を
低
減
し

た
シ
リ
コ
ー

ン
封
止
材
を
投
入
し
た
。
周

辺
部
材
に
酸
化
を
防
ぎ
、
照

明
の
輝
度
低
下
を
抑
え
る
。

　
Ｊ
Ｓ
Ｒ
は
封
止
材
向
け
に

有
機
と
無
機
化
合
物
の
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
材
料
を
提
供
。
ガ

ス
バ
リ
ア
ー
性
を
保
持
し
た

ま
ま
、
耐
熱
性
や
耐
光
性
を

向
上
さ
せ
た
。

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
市
場
は
日
本

が
世
界
に
先
立
っ
て
拡
大
し

て
い
る
。
今
後
は
環
境
へ
の

関
心
の
高
ま
り
を
追
い
風
に

海
外
で
も
市
場
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
。

　
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
を
共
同
開

発
し
て
い
る
三
菱
化
学
と
パ

イ
オ
ニ
ア
は
２
０
１
３
年
中

の
量
産
を
見
据
え
、
８
月
に

量
産
試
験
に
入
っ
た
。
両
者

の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は
発
光
材

料
の
細
か
い
塗
り
分
け
に
よ

り
、
表
示
色
を
変
化
さ
せ
ら

れ
る
。
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は
東

京
都
千
代
田
区
の
三
菱
ケ
ミ

カ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
本

社
の
打
ち
合
わ
せ
室
に
設

置
。
打
ち
合
わ
せ
中
は
色
が

変
化
す
る
な
ど
、
す
で
に
独

自
機
能
が
発
揮
さ
れ
て
い

る
。

　
ま
た
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は

面
全
体
が
発
光
す
る
の
で
熱

が
分
散
し
、
照
明
が
そ
れ
ほ

ど
熱
く
な
ら
な
い
。
こ
の
特

徴
を
生
か
し
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照

明
パ
ネ
ル
を
多
数
搭
載
し
た

い
す
も
試
作
し
た
。

　
住
友
化
学
は
発
光
材
料
に

高
分
子
化
合
物
を
採
用
。
現

在
主
流
の
低
分
子
化
合
物
に

対
し
て
製
造
が
難
し
い
と
さ

れ
る
が
、
一
方
で
製
造
工
程

を
省
い
て
コ
ス
ト
削
減
が
可

能
と
な
る
。
ほ
ぼ
無
限
の
色

の
照
明
を
製
作
で
き
る
の
も

特
徴
。
す
で
に

色
の
パ
ネ

ル
を
試
作
し
て
い
る
。

　
カ
ネ
カ
は
鏡
の
中
に
有
機

Ｅ
Ｌ
照
明
を
組
み
込
ん
だ
試

作
品
を
開
発
。
発
光
し
て
い

な
い
時
の
有
機
Ｅ
Ｌ
照
明
は

鏡
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
。

こ
の
よ
う
な
光
る
鏡
と
い

っ
た
従
来
に
は
な
い
使
い
方

が
可
能
だ
。

　
現
状
で
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
と

比
べ
て
コ
ス
ト
高
で
、
耐
久

性
や
明
る
さ
に
も
課
題
を
残

す
。
そ
こ
で
、
有
機
Ｅ
Ｌ
照

明
で
は
従
来
の
照
明
に
は
な

い
特
徴
を
打
ち
出
さ
ざ
る
を

得
な
い
実
情
も
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
各
社
は
材
料
や

工
程
を
改
良
す
る
こ
と
で
こ

れ
ら
の
課
題
に
挑
ん
で
い

る
。
三
菱
化
学
と
パ
イ
オ
ニ

ア
連
合
や
、
住
友
化
学
は
塗

布
式
と
い
う
製
造
手
法
を
取

り
入
れ
て
い
る
。
現
在
主
流

の
蒸
着
式
と
比
べ
て
、
生
産

性
が
高
い
上
に
材
料
ロ
ス
が

少
な
い
。
各
社
は

年
ご
ろ

に
こ
の
よ
う
な
手
法
を
量
産

に
応
用
す
る
計
画
だ
。


